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信仰を捨てなかったを捨てなかった捨てなかったてなかった
黙示録 2:12-17

2:12 また、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い教会の御使いに書き送れ。『鋭いの御使いに書き送れ。『鋭い御使いに書き送れ。『鋭いいに書き送れ。『鋭いき送れ。『鋭い送れ。『鋭いれ。『鋭い鋭いい
両刃の剣を持つ方が、こう言われる──。の御使いに書き送れ。『鋭い剣を持つ方が、こう言われる──。を捨てなかった持つ方が、こう言われる──。つ方が、こう言われる──。方が、こう言われる──。が、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いこう言われる──。言われる──。われる教会の御使いに書き送れ。『鋭い──。

2:13 わたしは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いあなたが住んでいるところを知っている。そこんでいる教会の御使いに書き送れ。『鋭いところを捨てなかった知っている。そこっている教会の御使いに書き送れ。『鋭い。そこ
にはサタンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いの御使いに書き送れ。『鋭い王座がある。しかしあなたは、わたしの名を堅くがある教会の御使いに書き送れ。『鋭い。しかしあなたは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いわたしの御使いに書き送れ。『鋭い名を堅くを捨てなかった堅くく

保って、わたしの確かな証人アンティパスが、サタンが住むあって、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いわたしの御使いに書き送れ。『鋭い確かな証人アンティパスが、サタンが住むあかな証人アンティパスが、サタンが住むあアンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いティパスが、サタンが住むあが、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いサタンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いが住んでいるところを知っている。そこむあ

なたがたの御使いに書き送れ。『鋭いところで殺されたときでさえ、わたしに対する信仰されたとき送れ。『鋭いでさえ、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いわたしに対する信仰する教会の御使いに書き送れ。『鋭い信仰を捨てなかった

を捨てなかった捨てなかったてなかった。

2:14 けれども、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いあなたには少しばかり責めるべきことがある。しばかり責めるべきことがある。責めるべきことがある。める教会の御使いに書き送れ。『鋭いべき送れ。『鋭いことがある教会の御使いに書き送れ。『鋭い。
あなたの御使いに書き送れ。『鋭いところに、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いバラムの教えを頑なに守る者たちがいる。の御使いに書き送れ。『鋭い教えを捨てなかった頑なに守る者たちがいる。なに守る者たちがいる。る教会の御使いに書き送れ。『鋭い者たちがいる。たちがいる教会の御使いに書き送れ。『鋭い。

バラムの教えを頑なに守る者たちがいる。はバラクに教えて、偶像に献げたいけにえをイスラエルに教えて、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い偶像に献げたいけにえをイスラエルに献げたいけにえをイスラエルげたいけにえを捨てなかったイスが、サタンが住むあラエル

の御使いに書き送れ。『鋭い子らが食べ、淫らなことを行うように、彼らの前につまずきらが食べ、淫らなことを行うように、彼らの前につまずきべ、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い淫らなことを行うように、彼らの前につまずきらなことを捨てなかった行うように、彼らの前につまずきう言われる──。よう言われる──。に、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い彼らの前につまずきらの御使いに書き送れ。『鋭い前につまずきにつ方が、こう言われる──。まずき送れ。『鋭い

を捨てなかった置かせた。かせた。

2:15 同じように、あなたのところにもニコライ派の教えを頑なじよう言われる──。に、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いあなたの御使いに書き送れ。『鋭いところにもニコライ派の教えを頑なの御使いに書き送れ。『鋭い教えを捨てなかった頑なに守る者たちがいる。な
に守る者たちがいる。っている教会の御使いに書き送れ。『鋭い者たちがいる。たちがいる教会の御使いに書き送れ。『鋭い。

2:16 だから、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い悔い改めなさい。そうしないなら、わたしはすぐい改めなさい。そうしないなら、わたしはすぐめなさい。そう言われる──。しないなら、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いわたしはすぐ
にあなたの御使いに書き送れ。『鋭いところに行うように、彼らの前につまずきき送れ。『鋭い、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いわたしの御使いに書き送れ。『鋭い口の剣をもって彼らと戦うの御使いに書き送れ。『鋭い剣を持つ方が、こう言われる──。を捨てなかったもって彼らの前につまずきらと戦うう言われる──。。

2:17 耳のある者は、御霊が諸教会に告げることを聞きなさい。の御使いに書き送れ。『鋭いある教会の御使いに書き送れ。『鋭い者たちがいる。は、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い御霊が諸教会に告げることを聞きなさい。が諸教会の御使いに書き送れ。『鋭いに告げることを聞きなさい。げる教会の御使いに書き送れ。『鋭いことを捨てなかった聞きなさい。き送れ。『鋭いなさい。
勝利を得る者には、わたしは隠されているマナを与える。またを捨てなかった得る者には、わたしは隠されているマナを与える。またる教会の御使いに書き送れ。『鋭い者たちがいる。には、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いわたしは隠されているマナを与える。またされている教会の御使いに書き送れ。『鋭いマナを与える。またを捨てなかった与える。またえる教会の御使いに書き送れ。『鋭い。また、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い

白い石を与える。その石には、それを受ける者のほかはだれもい石を与える。その石には、それを受ける者のほかはだれもを捨てなかった与える。またえる教会の御使いに書き送れ。『鋭い。その御使いに書き送れ。『鋭い石を与える。その石には、それを受ける者のほかはだれもには、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いそれを捨てなかった受ける者のほかはだれもける教会の御使いに書き送れ。『鋭い者たちがいる。の御使いに書き送れ。『鋭いほかはだれも

知っている。そこらない、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い新しい名が記されている。』しい名を堅くが記されている。』されている教会の御使いに書き送れ。『鋭い。』

　一、キリストへの忠実キリストへの忠実への忠実忠実

　ある教会の御使いに書き送れ。『鋭い人アンティパスが、サタンが住むあが出した問い合わせのメールが私にも届きました。そした問い合わせのメールが私にも届きました。そい合わせのメールが私にも届きました。そわせの御使いに書き送れ。『鋭いメールが私にも届きました。そにも届きました。そき送れ。『鋭いました。そ

れには、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いこう言われる──。あり責めるべきことがある。ました。「この御使いに書き送れ。『鋭い奉仕を任せたいのですが、誰を捨てなかった任せたいのですが、誰せたいの御使いに書き送れ。『鋭いですが、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い誰

か忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださにやってくれる教会の御使いに書き送れ。『鋭い人アンティパスが、サタンが住むあを捨てなかったご存知でしたら、知らせてくださ存知っている。そこでしたら、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い知っている。そこらせてくださ

い。」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠私にも届きました。そはそれを捨てなかった読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠んで、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「神への奉仕は、どんな場合でも忠への御使いに書き送れ。『鋭い奉仕を任せたいのですが、誰は、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いどんな場合わせのメールが私にも届きました。そでも忠

実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださである教会の御使いに書き送れ。『鋭いの御使いに書き送れ。『鋭いはあたり責めるべきことがある。まえではないか」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠と思いましたが、現実はいましたが、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い現実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださは



そう言われる──。ではないよう言われる──。です。自分で引き受けておきながら、断りなで引き受けておきながら、断りなき送れ。『鋭い受ける者のほかはだれもけておき送れ。『鋭いながら、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い断りなり責めるべきことがある。な

しにやめてしまう言われる──。。決められた通りにしない。期日を守らないめられた通りにしない。期日を守らないり責めるべきことがある。にしない。期日を守らないを捨てなかった守る者たちがいる。らない。

そう言われる──。いう言われる──。ことがよくあり責めるべきことがある。ます。それでわざわざ「忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな人アンティパスが、サタンが住むあ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠と

いう言われる──。言われる──。葉を使ったのだろうと思います。を捨てなかった使いに書き送れ。『鋭いったの御使いに書き送れ。『鋭いだろう言われる──。と思いましたが、現実はいます。

　この御使いに書き送れ。『鋭い世の仕事では、「有能な人」、「熱心な人」、「気がきの御使いに書き送れ。『鋭い仕を任せたいのですが、誰事では、「有能な人」、「熱心な人」、「気がきでは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「有能な人」、「熱心な人」、「気がきな人アンティパスが、サタンが住むあ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「熱心な人」、「気がきな人アンティパスが、サタンが住むあ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「気がきがき送れ。『鋭い

く人アンティパスが、サタンが住むあ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠などが求められ、また誉められもします。しかし、神のめられ、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いまた誉められもします。しかし、神のめられもします。しかし、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い神への奉仕は、どんな場合でも忠の御使いに書き送れ。『鋭い

国の働きでは何よりも「忠実な人」が求められます。タラントの御使いに書き送れ。『鋭い働きでは何よりも「忠実な人」が求められます。タラントき送れ。『鋭いでは何よりも「忠実な人」が求められます。タラントより責めるべきことがある。も「忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな人アンティパスが、サタンが住むあ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠が求められ、また誉められもします。しかし、神のめられます。タランにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いト

の御使いに書き送れ。『鋭い譬では、五タラントをもうけたしもべも、二タラントをもうでは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い五タラントをもうけたしもべも、二タラントをもうタランにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いトを捨てなかったもう言われる──。けたしもべも、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い二タラントをもうタランにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いトを捨てなかったもう言われる──。

けたしもべも同じように、あなたのところにもニコライ派の教えを頑なじよう言われる──。に誉められもします。しかし、神のめられています。「よくやった。良

い忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださなしもべだ。おまえはわずかな物に忠実だったから、多に忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださだったから、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い多

くの御使いに書き送れ。『鋭い物に忠実だったから、多を捨てなかった任せたいのですが、誰せよう言われる──。。主人アンティパスが、サタンが住むあの御使いに書き送れ。『鋭い喜びをともに喜んでくれ。」（マタびを捨てなかったともに喜びをともに喜んでくれ。」（マタんでくれ。」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠（マタマタ

イ 25:21、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い23）二タラントの人にも五タラントの人にも同じ言二タラントをもうタランにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いトの御使いに書き送れ。『鋭い人アンティパスが、サタンが住むあにも五タラントをもうけたしもべも、二タラントをもうタランにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いトの御使いに書き送れ。『鋭い人アンティパスが、サタンが住むあにも同じように、あなたのところにもニコライ派の教えを頑なじ言われる──。

葉を使ったのだろうと思います。が使いに書き送れ。『鋭いわれています。キリスが、サタンが住むあトは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い働きでは何よりも「忠実な人」が求められます。タラントき送れ。『鋭いの御使いに書き送れ。『鋭い結果よりも、働きにより責めるべきことがある。も、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い働きでは何よりも「忠実な人」が求められます。タラントき送れ。『鋭いに

対する信仰する教会の御使いに書き送れ。『鋭い忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくだささを捨てなかった見て、それに報いてくださるのです。て、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いそれに報いてくださるのです。いてくださる教会の御使いに書き送れ。『鋭いの御使いに書き送れ。『鋭いです。

　パウロは、テモテ、ティキコ、エパフラス、オネシモを人々は、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いテモテ、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いティキコ、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いエパフラスが、サタンが住むあ、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いオネシモを捨てなかった人アンティパスが、サタンが住むあ々

に推薦していますが、その理由は、その人たちが「忠実な人」していますが、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いその御使いに書き送れ。『鋭い理由は、その人たちが「忠実な人」は、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いその御使いに書き送れ。『鋭い人アンティパスが、サタンが住むあたちが「忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな人アンティパスが、サタンが住むあ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠

だったからでした（マタコリンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いト第一 4:17、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いエペソ 6:21、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いコロは、テモテ、ティキコ、エパフラス、オネシモを人々サイ

1:7、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いコロは、テモテ、ティキコ、エパフラス、オネシモを人々サイ 4:9）二タラントの人にも五タラントの人にも同じ言。

　黙示録二タラントをもう章と三章にある七つの教会へのメッセージにはどれと三章と三章にある七つの教会へのメッセージにはどれにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い七つの教会へのメッセージにはどれつ方が、こう言われる──。の御使いに書き送れ。『鋭い教会の御使いに書き送れ。『鋭いへの御使いに書き送れ。『鋭いメッセージにはどれにはどれ

も「わたしは…知っている」という、キリストの言葉がありま知っている。そこっている教会の御使いに書き送れ。『鋭い」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠という言われる──。、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いキリスが、サタンが住むあトの御使いに書き送れ。『鋭い言われる──。葉を使ったのだろうと思います。があり責めるべきことがある。ま

す。キリスが、サタンが住むあトは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い教会の御使いに書き送れ。『鋭いに目を留めていてくださるのですが、キを捨てなかった留めていてくださるのですが、キめていてくださる教会の御使いに書き送れ。『鋭いの御使いに書き送れ。『鋭いですが、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いキ

リスが、サタンが住むあトがご存知でしたら、知らせてくださ覧になるのは、教会がどれほど主に対して忠実であになる教会の御使いに書き送れ。『鋭いの御使いに書き送れ。『鋭いは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い教会の御使いに書き送れ。『鋭いがどれほど主に対する信仰して忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださであ

る教会の御使いに書き送れ。『鋭いかという言われる──。ことです。キリスが、サタンが住むあトはスが、サタンが住むあミルナを与える。またの御使いに書き送れ。『鋭い教会の御使いに書き送れ。『鋭いに、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「死に至に至

る教会の御使いに書き送れ。『鋭いまで忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださであり責めるべきことがある。なさい」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠（マタ2:10）二タラントの人にも五タラントの人にも同じ言と言われる──。って励まし、ペルガモまし、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いペルガモ

ンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いの御使いに書き送れ。『鋭い教会の御使いに書き送れ。『鋭いにつ方が、こう言われる──。いては、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いアンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いティパスが、サタンが住むあを捨てなかった「忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな証人アンティパスが、サタンが住むあ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠（マタ2:13）二タラントの人にも五タラントの人にも同じ言

と呼び、他の信徒をも、キリストへの「信仰を捨てなかった」び、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い他の信徒をも、キリストへの「信仰を捨てなかった」の御使いに書き送れ。『鋭い信徒をも、キリストへの「信仰を捨てなかった」を捨てなかったも、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いキリスが、サタンが住むあトへの御使いに書き送れ。『鋭い「信仰を捨てなかったを捨てなかった捨てなかったてなかった」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠

こと、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いつ方が、こう言われる──。まり責めるべきことがある。、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い主に対する信仰して忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださであったことを捨てなかった誉められもします。しかし、神のめています。



キリスが、サタンが住むあトは何よりも「忠実な人」が求められます。タラントより責めるべきことがある。も「忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠である教会の御使いに書き送れ。『鋭いことを捨てなかった教会の御使いに書き送れ。『鋭いに求められ、また誉められもします。しかし、神のめ、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いそれに

目を留めていてくださるのですが、キを捨てなかった留めていてくださるのですが、キめ、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いそれを捨てなかった誉められもします。しかし、神のめてくださる教会の御使いに書き送れ。『鋭いの御使いに書き送れ。『鋭いです。

　では、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いなぜ、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いキリスが、サタンが住むあトはそれほどまでに、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い信仰を捨てなかった者たちがいる。に忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださであ

る教会の御使いに書き送れ。『鋭いことを捨てなかった求められ、また誉められもします。しかし、神のめられる教会の御使いに書き送れ。『鋭いの御使いに書き送れ。『鋭いでしょう言われる──。か。それは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い信仰を捨てなかったとはキリスが、サタンが住むあト

に対する信仰して忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださである教会の御使いに書き送れ。『鋭いことだからです。信仰を捨てなかったと忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくだささは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いまった

く同じように、あなたのところにもニコライ派の教えを頑なじもの御使いに書き送れ。『鋭い、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い信仰を捨てなかった者たちがいる。と忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな人アンティパスが、サタンが住むあとは同じように、あなたのところにもニコライ派の教えを頑なじ人アンティパスが、サタンが住むあを捨てなかった指しています。しています。

　じつ方が、こう言われる──。は、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠という言われる──。の御使いに書き送れ。『鋭いは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いギリシャ語で「ピストス」語で「ピストス」で「ピスが、サタンが住むあトスが、サタンが住むあ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠

（マタπιστός）二タラントの人にも五タラントの人にも同じ言と言われる──。い、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いこれは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「ピスが、サタンが住むあティスが、サタンが住むあ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠（マタπίστις）二タラントの人にも五タラントの人にも同じ言という言われる──。名を堅く

詞の形容詞の形です。そして、「ピスティス」は聖書の多くのの御使いに書き送れ。『鋭い形容詞の形容詞の形です。そして、「ピスティス」は聖書の多くのの御使いに書き送れ。『鋭い形です。そして、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「ピスが、サタンが住むあティスが、サタンが住むあ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠は聖書き送れ。『鋭いの御使いに書き送れ。『鋭い多くの御使いに書き送れ。『鋭い

箇所で「真実」、「誠実」、「信仰」、「信頼」という意味でで「真実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「誠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「信仰を捨てなかった」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「信頼」という意味で」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠という言われる──。意味でで

使いに書き送れ。『鋭いわれています。英語で「ピストス」で「信仰を捨てなかった」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠は “faith” ” ですが、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださ

な」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠は “faith” ful” ” です。そして、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い “th” e faith” ful” ” という言われる──。と、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い

「信じる教会の御使いに書き送れ。『鋭い人アンティパスが、サタンが住むあ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「信仰を捨てなかった者たちがいる。」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠を捨てなかった指しています。します。信仰を捨てなかった者たちがいる。が忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださである教会の御使いに書き送れ。『鋭いの御使いに書き送れ。『鋭い

は当然のことで、信仰者が忠実でないというは、まったくの矛の御使いに書き送れ。『鋭いことで、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い信仰を捨てなかった者たちがいる。が忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださでないという言われる──。は、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いまったくの御使いに書き送れ。『鋭い矛

盾なのです。なの御使いに書き送れ。『鋭いです。

　ガラテヤ 5:22-23に「愛、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い喜びをともに喜んでくれ。」（マタび、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い平安、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い寛容、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い親切、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い善意、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い

誠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださ、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い柔和、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い自制」という九つの御霊の実が挙げられています」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠という言われる──。九つの御霊の実が挙げられていますつ方が、こう言われる──。の御使いに書き送れ。『鋭い御霊が諸教会に告げることを聞きなさい。の御使いに書き送れ。『鋭い実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださが挙げられていますげられています。

七つの教会へのメッセージにはどれ番目を留めていてくださるのですが、キの御使いに書き送れ。『鋭い「誠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠は原語で「ピストス」では「ピスが、サタンが住むあティスが、サタンが住むあ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い英語で「ピストス」で

"faithfulness" faith” ful” ness"faithfulness"  です。 “faith” ” ― “faithful” ― “faithfulness” faith” ful” ” ― “faithful” ― “faithfulness” faith” ful” ness” の御使いに書き送れ。『鋭い三つ方が、こう言われる──。

は繋がっています。信仰が、人を忠実な者にし、忠実な人ががっています。信仰を捨てなかったが、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い人アンティパスが、サタンが住むあを捨てなかった忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな者たちがいる。にし、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな人アンティパスが、サタンが住むあが

「誠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠という言われる──。実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださを捨てなかった結ぶの御使いに書き送れ。『鋭いです。目を留めていてくださるのですが、キに見て、それに報いてくださるのです。えない「信仰を捨てなかった」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠が「忠

実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠という言われる──。人アンティパスが、サタンが住むあ格的なものを与え、「誠実」という目に見えるもなもの御使いに書き送れ。『鋭いを捨てなかった与える。またえ、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「誠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠という言われる──。目を留めていてくださるのですが、キに見て、それに報いてくださるのです。える教会の御使いに書き送れ。『鋭いも

の御使いに書き送れ。『鋭いを捨てなかった生むのです。私たちは忠実な者になるために、また、そのむの御使いに書き送れ。『鋭いです。私にも届きました。そたちは忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな者たちがいる。になる教会の御使いに書き送れ。『鋭いために、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いまた、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いその御使いに書き送れ。『鋭い

実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださを捨てなかった結ぶために、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い信仰を捨てなかったからスが、サタンが住むあタートしていき送れ。『鋭いたいと思いましたが、現実はいます。

　二、キリストへの忠実キリストへの忠実の忠実忠実

　忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださであり責めるべきことがある。たいと願う信仰者は、他の人にも忠実さを期待しう言われる──。信仰を捨てなかった者たちがいる。は、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い他の信徒をも、キリストへの「信仰を捨てなかった」の御使いに書き送れ。『鋭い人アンティパスが、サタンが住むあにも忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくだささを捨てなかった期待しし



ます。しかし、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い現代は、忠実な人に出会うよりも、不誠実な人は、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな人アンティパスが、サタンが住むあに出した問い合わせのメールが私にも届きました。そ会の御使いに書き送れ。『鋭いう言われる──。より責めるべきことがある。も、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い不誠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな人アンティパスが、サタンが住むあ

に出した問い合わせのメールが私にも届きました。そ会の御使いに書き送れ。『鋭いって、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い大変な目に遇うことが多い時代です。それに、自な目を留めていてくださるのですが、キに遇うことが多い時代です。それに、自う言われる──。ことが多い時代は、忠実な人に出会うよりも、不誠実な人です。それに、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い自

分で引き受けておきながら、断りなが神への奉仕は、どんな場合でも忠に対する信仰しても人アンティパスが、サタンが住むあに対する信仰しても忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださであり責めるべきことがある。たいと願う信仰者は、他の人にも忠実さを期待しいながら、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い

そう言われる──。でなかったことを捨てなかった悔い改めなさい。そうしないなら、わたしはすぐやむこともしばしばかもしれません。

そんなとき送れ。『鋭い、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い落胆して、忠実さを失わないために、神の真実、して、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくだささを捨てなかった失わないために、神の真実、わないために、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い神への奉仕は、どんな場合でも忠の御使いに書き送れ。『鋭い真実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださ、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い

イエスが、サタンが住むあ・キリスが、サタンが住むあトの御使いに書き送れ。『鋭い忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくだささを捨てなかった覚えていましょう。えていましょう言われる──。。

　ロは、テモテ、ティキコ、エパフラス、オネシモを人々ーマ 3:4に「たとえすべての御使いに書き送れ。『鋭い人アンティパスが、サタンが住むあが偽り者であるとしても、り責めるべきことがある。者たちがいる。である教会の御使いに書き送れ。『鋭いとしても、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い

神への奉仕は、どんな場合でも忠は真実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな方が、こう言われる──。である教会の御使いに書き送れ。『鋭いとすべき送れ。『鋭いです」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠とあり責めるべきことがある。ます。たとい人アンティパスが、サタンが住むあが裏

切ったとしても、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い神への奉仕は、どんな場合でも忠は決められた通りにしない。期日を守らないして私にも届きました。そたちを捨てなかった裏切る教会の御使いに書き送れ。『鋭いことはあり責めるべきことがある。ません。

イザヤ 61:8で神への奉仕は、どんな場合でも忠はこう言われる──。言われる──。っておられます。「まことに、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いわたし

は主、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い公正を愛し、不法な略奪を憎む。わたしは真実をもってを捨てなかった愛し、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い不法な略奪を憎む。わたしは真実をもってな略奪を憎む。わたしは真実をもってを捨てなかった憎む。わたしは真実をもってむ。わたしは真実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださを捨てなかったもって

彼らの前につまずきらの御使いに書き送れ。『鋭いわざに報いてくださるのです。い、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い永遠の契約を彼らと結ぶ。」そして、エレの御使いに書き送れ。『鋭い契約を彼らと結ぶ。」そして、エレを捨てなかった彼らの前につまずきらと結ぶ。」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠そして、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いエレ

ミヤ 31:3にこう言われる──。あり責めるべきことがある。ます。「永遠の契約を彼らと結ぶ。」そして、エレの御使いに書き送れ。『鋭い愛を捨てなかったもって、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いわたしはあな

たを捨てなかった愛した。それゆえ、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いわたしはあなたに、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い誠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださを捨てなかった尽くし続けくし続けけ

た。」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠こう言われる──。した言われる──。葉を使ったのだろうと思います。は、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い神への奉仕は、どんな場合でも忠に背いた神の民への言葉です。神はいた神への奉仕は、どんな場合でも忠の御使いに書き送れ。『鋭い民への言葉です。神はへの御使いに書き送れ。『鋭い言われる──。葉を使ったのだろうと思います。です。神への奉仕は、どんな場合でも忠は

正を愛し、不法な略奪を憎む。わたしは真実をもって義のお方で、主権者なのですから、神との約束を守らなかっの御使いに書き送れ。『鋭いお方が、こう言われる──。で、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い主権者たちがいる。なの御使いに書き送れ。『鋭いですから、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い神への奉仕は、どんな場合でも忠との御使いに書き送れ。『鋭い約を彼らと結ぶ。」そして、エレ束を守らなかっを捨てなかった守る者たちがいる。らなかっ

た人アンティパスが、サタンが住むあ々を捨てなかった滅ぼしてしまっても、何の不思議もないのです。そうぼしてしまっても、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い何よりも「忠実な人」が求められます。タラントの御使いに書き送れ。『鋭い不思いましたが、現実は議もないのです。そうもないの御使いに書き送れ。『鋭いです。そう言われる──。

である教会の御使いに書き送れ。『鋭いの御使いに書き送れ。『鋭いに、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い神への奉仕は、どんな場合でも忠は、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い不信実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださで不忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな人アンティパスが、サタンが住むあ々を捨てなかったなお愛し通りにしない。期日を守らないして、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い

真実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださを捨てなかった尽くし続けくし、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い誠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださを捨てなかった尽くし続けくしてくださったの御使いに書き送れ。『鋭いです。

　それは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いイエスが、サタンが住むあ・キリスが、サタンが住むあトも同じように、あなたのところにもニコライ派の教えを頑なじでした。黙示録 1:5に「ま

た、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い確かな証人アンティパスが、サタンが住むあかな証人アンティパスが、サタンが住むあ、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い死に至者たちがいる。の御使いに書き送れ。『鋭い中から最初に生まれた方、地の王たちから最初に生まれた方、地の王たちに生むのです。私たちは忠実な者になるために、また、そのまれた方が、こう言われる──。、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い地の王たちの御使いに書き送れ。『鋭い王たち

の御使いに書き送れ。『鋭い支配者たちがいる。である教会の御使いに書き送れ。『鋭いイエスが、サタンが住むあ・キリスが、サタンが住むあトから、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い恵みと平安があなたがみと平安があなたが

たにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いよう言われる──。に」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠とあり責めるべきことがある。ます。この御使いに書き送れ。『鋭い「確かな証人アンティパスが、サタンが住むあかな」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠には「忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠

と訳されているのと同じ言葉、「ピストス」が使われていますされている教会の御使いに書き送れ。『鋭いの御使いに書き送れ。『鋭いと同じように、あなたのところにもニコライ派の教えを頑なじ言われる──。葉を使ったのだろうと思います。、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「ピスが、サタンが住むあトスが、サタンが住むあ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠が使いに書き送れ。『鋭いわれています。

「確かな証人アンティパスが、サタンが住むあかな証人アンティパスが、サタンが住むあ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠と訳されているのと同じ言葉、「ピストス」が使われていますした場合わせのメールが私にも届きました。そ、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いキリスが、サタンが住むあトとキリスが、サタンが住むあトの御使いに書き送れ。『鋭い言われる──。葉を使ったのだろうと思います。がど

んなに信頼」という意味ででき送れ。『鋭いる教会の御使いに書き送れ。『鋭いかが強調されますが、「忠実な証人」と訳しされますが、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな証人アンティパスが、サタンが住むあ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠と訳されているのと同じ言葉、「ピストス」が使われていますし

た場合わせのメールが私にも届きました。そは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いキリスが、サタンが住むあトが人アンティパスが、サタンが住むあとなり責めるべきことがある。、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いご存知でしたら、知らせてくださ自分で引き受けておきながら、断りなの御使いに書き送れ。『鋭い命を投げ出してまでを捨てなかった投げ出してまでげ出した問い合わせのメールが私にも届きました。そしてまで



神への奉仕は、どんな場合でも忠の御使いに書き送れ。『鋭い救いを成し遂げ、それを証ししてくださったことが伝わっいを捨てなかった成し遂げ、それを証ししてくださったことが伝わっし遂げ、それを証ししてくださったことが伝わっげ、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いそれを捨てなかった証ししてくださったことが伝わっわっ

てき送れ。『鋭います。キリスが、サタンが住むあトは神への奉仕は、どんな場合でも忠に対する信仰して忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださである教会の御使いに書き送れ。『鋭いばかり責めるべきことがある。か、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い罪あるある教会の御使いに書き送れ。『鋭い

者たちがいる。に対する信仰しても、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださで、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「あなたを捨てなかった救いを成し遂げ、それを証ししてくださったことが伝わっう言われる──。」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠と約を彼らと結ぶ。」そして、エレ束を守らなかっされた、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いその御使いに書き送れ。『鋭い

約を彼らと結ぶ。」そして、エレ束を守らなかっを捨てなかった果よりも、働きにたしてくださったの御使いに書き送れ。『鋭いです。

　13 節に、「わたしは、あなたが住んでいるところを知っていに、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「わたしは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いあなたが住んでいるところを知っている。そこんでいる教会の御使いに書き送れ。『鋭いところを捨てなかった知っている。そこってい

る教会の御使いに書き送れ。『鋭い。そこにはサタンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いの御使いに書き送れ。『鋭い王座がある。しかしあなたは、わたしの名を堅くがある教会の御使いに書き送れ。『鋭い。しかしあなたは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いわたしの御使いに書き送れ。『鋭い

名を堅くを捨てなかった堅くく保って、わたしの確かな証人アンティパスが、サタンが住むあって、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いわたしの御使いに書き送れ。『鋭い確かな証人アンティパスが、サタンが住むあかな証人アンティパスが、サタンが住むあアンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いティパスが、サタンが住むあが、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いサタンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い

が住んでいるところを知っている。そこむあなたがたの御使いに書き送れ。『鋭いところで殺されたときでさえ、わたしに対する信仰されたとき送れ。『鋭いでさえ、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いわたしに対する信仰

する教会の御使いに書き送れ。『鋭い信仰を捨てなかったを捨てなかった捨てなかったてなかった」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠とあり責めるべきことがある。ます。ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い教会の御使いに書き送れ。『鋭いの御使いに書き送れ。『鋭いアンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い

ティパスが、サタンが住むあは「確かな証人アンティパスが、サタンが住むあかな証人アンティパスが、サタンが住むあ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠と呼び、他の信徒をも、キリストへの「信仰を捨てなかった」ばれています。これは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い黙示録

1:5でキリスが、サタンが住むあトが「確かな証人アンティパスが、サタンが住むあかな証人アンティパスが、サタンが住むあ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠と呼び、他の信徒をも、キリストへの「信仰を捨てなかった」ばれている教会の御使いに書き送れ。『鋭いの御使いに書き送れ。『鋭いと全く同じく同じように、あなたのところにもニコライ派の教えを頑なじ

言われる──。葉を使ったのだろうと思います。で、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いここでは「忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな証人アンティパスが、サタンが住むあ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠という言われる──。意味でです。アンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いティパ

スが、サタンが住むあは「死に至に至る教会の御使いに書き送れ。『鋭いまで忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださであれ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠との御使いに書き送れ。『鋭い言われる──。葉を使ったのだろうと思います。の御使いに書き送れ。『鋭い通りにしない。期日を守らないり責めるべきことがある。、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いキリスが、サタンが住むあトへ

の御使いに書き送れ。『鋭い信仰を捨てなかったを捨てなかった守る者たちがいる。り責めるべきことがある。、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い殉教した「忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな証人アンティパスが、サタンが住むあ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠です。そして、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い彼らの前につまずきが

「忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな証人アンティパスが、サタンが住むあ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠になる教会の御使いに書き送れ。『鋭いことができ送れ。『鋭いたの御使いに書き送れ。『鋭いは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いキリスが、サタンが住むあトご存知でしたら、知らせてくださ自身がが

「忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな証人アンティパスが、サタンが住むあ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠だったからです。キリスが、サタンが住むあトにならって「忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな

証人アンティパスが、サタンが住むあ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠になったという言われる──。だけでなく、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな証人アンティパスが、サタンが住むあ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠である教会の御使いに書き送れ。『鋭いキリ

スが、サタンが住むあトによって「忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな者たちがいる。」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠にしていただいたの御使いに書き送れ。『鋭いです。

　アンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いティパスが、サタンが住むあだけではあり責めるべきことがある。ません。ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い教会の御使いに書き送れ。『鋭いの御使いに書き送れ。『鋭い他の信徒をも、キリストへの「信仰を捨てなかった」の御使いに書き送れ。『鋭い信

徒をも、キリストへの「信仰を捨てなかった」も、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いキリスが、サタンが住むあトへの御使いに書き送れ。『鋭い信仰を捨てなかったを捨てなかった捨てなかったてませんでした。13 節に、「わたしは、あなたが住んでいるところを知っていの御使いに書き送れ。『鋭い「わたし

に対する信仰する教会の御使いに書き送れ。『鋭い信仰を捨てなかったを捨てなかった捨てなかったてなかった」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠は、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い直訳されているのと同じ言葉、「ピストス」が使われていますする教会の御使いに書き送れ。『鋭いと、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「わたしの御使いに書き送れ。『鋭い信

仰を捨てなかったを捨てなかった否定しなかった」となります。「わたしの信仰」は「キリしなかった」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠となり責めるべきことがある。ます。「わたしの御使いに書き送れ。『鋭い信仰を捨てなかった」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠は「キリ

スが、サタンが住むあトを捨てなかった信じる教会の御使いに書き送れ。『鋭い信仰を捨てなかった」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠の御使いに書き送れ。『鋭いことなの御使いに書き送れ。『鋭いですが、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い私にも届きました。そたちの御使いに書き送れ。『鋭いキリスが、サタンが住むあトへの御使いに書き送れ。『鋭い

信仰を捨てなかったは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いキリスが、サタンが住むあトの御使いに書き送れ。『鋭いわたしたちへの御使いに書き送れ。『鋭い真実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださに基づいていますからづいていますから、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い

ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いの御使いに書き送れ。『鋭い信徒をも、キリストへの「信仰を捨てなかった」は、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いキリスが、サタンが住むあトの御使いに書き送れ。『鋭い真実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださを捨てなかった堅くく信じて、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い保って、わたしの確かな証人アンティパスが、サタンが住むあち続けけ

たという言われる──。ことになり責めるべきことがある。ます。

　「信仰を捨てなかったを捨てなかった保って、わたしの確かな証人アンティパスが、サタンが住むあつ方が、こう言われる──。」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠という言われる──。の御使いに書き送れ。『鋭いは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「この御使いに書き送れ。『鋭いことは本当なんだ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠「私にも届きました。そ



はこれを捨てなかった信じる教会の御使いに書き送れ。『鋭いんだ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠と自分で引き受けておきながら、断りなで自分で引き受けておきながら、断りなに言われる──。い聞きなさい。かせ、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「信念」や」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠や

「確かな証人アンティパスが、サタンが住むあ信」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠を捨てなかった強くする教会の御使いに書き送れ。『鋭いことではあり責めるべきことがある。ません。私にも届きました。そたちの御使いに書き送れ。『鋭い「信仰を捨てなかった」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠は

キリスが、サタンが住むあトの御使いに書き送れ。『鋭い「真実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠に依存しています。自分で引き受けておきながら、断りなの御使いに書き送れ。『鋭い不信実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださを捨てなかった嘆いたいた

り責めるべきことがある。、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い他の信徒をも、キリストへの「信仰を捨てなかった」の御使いに書き送れ。『鋭い人アンティパスが、サタンが住むあの御使いに書き送れ。『鋭い不誠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださに苦しめられるとき、もういちど、「忠実しめられる教会の御使いに書き送れ。『鋭いとき送れ。『鋭い、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いもう言われる──。いちど、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださ

な証人アンティパスが、サタンが住むあ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠イエスが、サタンが住むあ・キリスが、サタンが住むあトに目を留めていてくださるのですが、キを捨てなかった向けましょう。キリストの私けましょう言われる──。。キリスが、サタンが住むあトの御使いに書き送れ。『鋭い私にも届きました。そ

たちへの御使いに書き送れ。『鋭い「真実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠に頼」という意味でり責めるべきことがある。ましょう言われる──。。

　三、キリストへの忠実忠実への忠実報いい

　私にも届きました。そたちの御使いに書き送れ。『鋭い「キリスが、サタンが住むあトに対する信仰する教会の御使いに書き送れ。『鋭い忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠と、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いキリスが、サタンが住むあトの御使いに書き送れ。『鋭い「私にも届きました。そたち

への御使いに書き送れ。『鋭い忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠につ方が、こう言われる──。いて考えてみましたが、最後に、「忠実な者へえてみましたが、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い最後に、「忠実な者へに、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな者たちがいる。へ

の御使いに書き送れ。『鋭い報いてくださるのです。い」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠につ方が、こう言われる──。いて考えてみましたが、最後に、「忠実な者へえてみましょう言われる──。。信仰を捨てなかった者たちがいる。にとって忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださであ

る教会の御使いに書き送れ。『鋭いことは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い当然のことで、信仰者が忠実でないというは、まったくの矛の御使いに書き送れ。『鋭いことなの御使いに書き送れ。『鋭いですが、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いキリスが、サタンが住むあトは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いその御使いに書き送れ。『鋭い当然のことで、信仰者が忠実でないというは、まったくの矛の御使いに書き送れ。『鋭いこ

とを捨てなかった、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いあたかも特別なことであるかのように、誉め、報いてくなことである教会の御使いに書き送れ。『鋭いかの御使いに書き送れ。『鋭いよう言われる──。に、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い誉められもします。しかし、神のめ、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い報いてくださるのです。いてく

ださいます。

　ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いの御使いに書き送れ。『鋭い教会の御使いに書き送れ。『鋭いはキリスが、サタンが住むあトに忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな教会の御使いに書き送れ。『鋭いでした。 13 節に、「わたしは、あなたが住んでいるところを知っていの御使いに書き送れ。『鋭い

「サタンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いの御使いに書き送れ。『鋭い王座がある。しかしあなたは、わたしの名を堅く」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠とは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い皇帝崇拝のために建てられた神殿のこの御使いに書き送れ。『鋭いために建てられた神殿のこてられた神への奉仕は、どんな場合でも忠殿のこの御使いに書き送れ。『鋭いこ

とと考えてみましたが、最後に、「忠実な者へえられています。ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いの御使いに書き送れ。『鋭い信徒をも、キリストへの「信仰を捨てなかった」は、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いそう言われる──。した外部かか

らの御使いに書き送れ。『鋭い圧迫にみごとに耐えました。しかし、内部からの誘惑にはにみご存知でしたら、知らせてくださとに耐えました。しかし、内部からの誘惑にはえました。しかし、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い内部かからの御使いに書き送れ。『鋭い誘惑にはには

弱いところがありました。「ニコライ派」から離れようとしないところがあり責めるべきことがある。ました。「ニコライ派の教えを頑な」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠から離れようとしなれよう言われる──。としな

い者たちがいる。たちがいました。「ニコライ派の教えを頑な」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠は、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い偶像に献げたいけにえをイスラエルに捧げたものをげたもの御使いに書き送れ。『鋭いを捨てなかった

食べ、淫らなことを行うように、彼らの前につまずきべる教会の御使いに書き送れ。『鋭い儀式や、そこでの不品行にクリスチャンが参加するのをや、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いそこでの御使いに書き送れ。『鋭い不品行うように、彼らの前につまずきにクに教えて、偶像に献げたいけにえをイスラエルリスが、サタンが住むあチャ語で「ピストス」ンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いが参加するのをする教会の御使いに書き送れ。『鋭いの御使いに書き送れ。『鋭いを捨てなかった

是認していました。それでも自分たちはクリスチャンだと言いしていました。それでも自分で引き受けておきながら、断りなたちはクに教えて、偶像に献げたいけにえをイスラエルリスが、サタンが住むあチャ語で「ピストス」ンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いだと言われる──。い、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い

教会の御使いに書き送れ。『鋭いの御使いに書き送れ。『鋭い中から最初に生まれた方、地の王たちに入り込んでいましたが、本物のクリスチャンではあり責めるべきことがある。込んでいましたが、本物のクリスチャンではあんでいましたが、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い本物に忠実だったから、多の御使いに書き送れ。『鋭いクに教えて、偶像に献げたいけにえをイスラエルリスが、サタンが住むあチャ語で「ピストス」ンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いではあ

り責めるべきことがある。ませんでした。こう言われる──。した教えは自分で引き受けておきながら、断りなたちを捨てなかった「新しい名が記されている。』しい、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いより責めるべきことがある。優

れた教え」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠だと言われる──。いますが、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い昔からある間違った教えのからある教会の御使いに書き送れ。『鋭い間違った教えのった教えの御使いに書き送れ。『鋭い

蒸し返しにすぎません。これはモーセの時代に、モアブの王バし返しにすぎません。これはモーセの時代に、モアブの王バしにすぎません。これはモーセの御使いに書き送れ。『鋭い時代は、忠実な人に出会うよりも、不誠実な人に、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いモアブの王バの御使いに書き送れ。『鋭い王バ

ラクに教えて、偶像に献げたいけにえをイスラエルが占い師のバラムを雇ってイスラエルを呪おうとしたのでい師のバラムを雇ってイスラエルを呪おうとしたのでの御使いに書き送れ。『鋭いバラムの教えを頑なに守る者たちがいる。を捨てなかった雇ってイスラエルを呪おうとしたのでってイスが、サタンが住むあラエルを捨てなかった呪おうとしたのでおう言われる──。としたの御使いに書き送れ。『鋭いで



すが、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い主の御使いに書き送れ。『鋭い力が働いてできなかったため、イスラエルの人々をが働きでは何よりも「忠実な人」が求められます。タラントいてでき送れ。『鋭いなかったため、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いイスが、サタンが住むあラエルの御使いに書き送れ。『鋭い人アンティパスが、サタンが住むあ々を捨てなかった

偶像に献げたいけにえをイスラエルと不品行うように、彼らの前につまずきに誘ったの御使いに書き送れ。『鋭いと同じように、あなたのところにもニコライ派の教えを頑なじことでした（マタ民への言葉です。神は数記されている。』 25:1-3）二タラントの人にも五タラントの人にも同じ言。

　その御使いに書き送れ。『鋭い時、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い神への奉仕は、どんな場合でも忠の御使いに書き送れ。『鋭い裁きが降り、二万四千人が剣に倒れました（民き送れ。『鋭いが降り、二万四千人が剣に倒れました（民り責めるべきことがある。、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い二タラントをもう万四千人アンティパスが、サタンが住むあが剣を持つ方が、こう言われる──。に倒れました（民れました（マタ民への言葉です。神は

数記されている。』 25:11）二タラントの人にも五タラントの人にも同じ言。モーセの御使いに書き送れ。『鋭い時代は、忠実な人に出会うよりも、不誠実な人には実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださ際の剣が人々を裁きましたの御使いに書き送れ。『鋭い剣を持つ方が、こう言われる──。が人アンティパスが、サタンが住むあ々を捨てなかった裁きが降り、二万四千人が剣に倒れました（民き送れ。『鋭いました

が、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い今の時代には、キリストはご自分の口から出る「両刃のの御使いに書き送れ。『鋭い時代は、忠実な人に出会うよりも、不誠実な人には、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いキリスが、サタンが住むあトはご存知でしたら、知らせてくださ自分で引き受けておきながら、断りなの御使いに書き送れ。『鋭い口の剣をもって彼らと戦うから出した問い合わせのメールが私にも届きました。そる教会の御使いに書き送れ。『鋭い「両刃の剣を持つ方が、こう言われる──。の御使いに書き送れ。『鋭い

剣を持つ方が、こう言われる──。」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いつ方が、こう言われる──。まり責めるべきことがある。、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い神への奉仕は、どんな場合でも忠の御使いに書き送れ。『鋭い言われる──。葉を使ったのだろうと思います。によって人アンティパスが、サタンが住むあ々を捨てなかった裁きが降り、二万四千人が剣に倒れました（民き送れ。『鋭います。黙示録 1:16

にはキリスが、サタンが住むあトの御使いに書き送れ。『鋭い姿がこう描かれています。「また、右手に七つがこう言われる──。描かれています。「また、右手に七つかれています。「また、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い右手に七つに七つの教会へのメッセージにはどれつ方が、こう言われる──。

の御使いに書き送れ。『鋭い星を持ち、口から鋭い両刃の剣が出ていて、顔は強く照り輝を捨てなかった持つ方が、こう言われる──。ち、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い口の剣をもって彼らと戦うから鋭いい両刃の剣を持つ方が、こう言われる──。の御使いに書き送れ。『鋭い剣を持つ方が、こう言われる──。が出した問い合わせのメールが私にも届きました。そていて、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い顔は強く照り輝は強く照り輝り責めるべきことがある。輝

く太陽のようであった。」ペルガモンの教会へのメッセージはの御使いに書き送れ。『鋭いよう言われる──。であった。」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いの御使いに書き送れ。『鋭い教会の御使いに書き送れ。『鋭いへの御使いに書き送れ。『鋭いメッセージにはどれは

「鋭いい両刃の剣を持つ方が、こう言われる──。の御使いに書き送れ。『鋭い剣を持つ方が、こう言われる──。を捨てなかった持つ方が、こう言われる──。つ方が、こう言われる──。方が、こう言われる──。が、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いこう言われる──。言われる──。われる教会の御使いに書き送れ。『鋭い」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠（マタ2:12）二タラントの人にも五タラントの人にも同じ言という言われる──。言われる──。

葉を使ったのだろうと思います。で始まり、「だから、悔い改めなさい。そうしないなら、わまり責めるべきことがある。、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「だから、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い悔い改めなさい。そうしないなら、わたしはすぐい改めなさい。そうしないなら、わたしはすぐめなさい。そう言われる──。しないなら、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いわ

たしはすぐにあなたの御使いに書き送れ。『鋭いところに行うように、彼らの前につまずきき送れ。『鋭い、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いわたしの御使いに書き送れ。『鋭い口の剣をもって彼らと戦うの御使いに書き送れ。『鋭い剣を持つ方が、こう言われる──。を捨てなかったもって

彼らの前につまずきらと戦うう言われる──。」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠（マタ2:16）二タラントの人にも五タラントの人にも同じ言との御使いに書き送れ。『鋭い警告げることを聞きなさい。が続けいています。

　私にも届きました。そたちは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い初に生まれた方、地の王たち代は、忠実な人に出会うよりも、不誠実な人の御使いに書き送れ。『鋭い教会の御使いに書き送れ。『鋭いと同じように、あなたのところにもニコライ派の教えを頑なじよう言われる──。な迫にみごとに耐えました。しかし、内部からの誘惑には害の中にはありませんの御使いに書き送れ。『鋭い中から最初に生まれた方、地の王たちにはあり責めるべきことがある。ません。

しかし、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い迫にみごとに耐えました。しかし、内部からの誘惑には害の中にはありませんが少しばかり責めるべきことがある。ない分で引き受けておきながら、断りなだけ、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い誘惑にはが大き送れ。『鋭いいと思いましたが、現実はいます。どこ

にでも誘惑にはが待しち構えています。少し気を緩めると、道徳的にえています。少しばかり責めるべきことがある。し気がきを捨てなかった緩めると、道徳的にめる教会の御使いに書き送れ。『鋭いと、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い道徳的なものを与え、「誠実」という目に見えるもに

転落したり責めるべきことがある。、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い依存症に陥ったり、犯罪にまきこまれます。に陥ったり、犯罪にまきこまれます。ったり責めるべきことがある。、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い犯罪あるにまき送れ。『鋭いこまれます。

　私にも届きました。そたちは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い明らかに間違ったものに従うことはなくても、らかに間違った教えのったもの御使いに書き送れ。『鋭いに従うことはなくても、う言われる──。ことはなくても、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い

徐々に真実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださなキリスが、サタンが住むあトから離れようとしなれていくことがあり責めるべきことがある。ます。聖書き送れ。『鋭いが

語で「ピストス」ろう言われる──。としている教会の御使いに書き送れ。『鋭いことを捨てなかったよく考えてみましたが、最後に、「忠実な者へえ、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い祈り、真剣に受けとめようり責めるべきことがある。、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い真剣を持つ方が、こう言われる──。に受ける者のほかはだれもけとめよう言われる──。

とせず、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い神への奉仕は、どんな場合でも忠の御使いに書き送れ。『鋭い言われる──。葉を使ったのだろうと思います。の御使いに書き送れ。『鋭い前につまずきに立って自分を吟味することがなければって自分で引き受けておきながら、断りなを捨てなかった吟味でする教会の御使いに書き送れ。『鋭いことがなければ、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い

神への奉仕は、どんな場合でも忠の御使いに書き送れ。『鋭い言われる──。葉を使ったのだろうと思います。への御使いに書き送れ。『鋭い忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくだささを捨てなかった失わないために、神の真実、くします。そこから、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いキリスが、サタンが住むあトへの御使いに書き送れ。『鋭い忠

実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくだささが無くなり、人に対しても不誠実になっていきます。どんくなり責めるべきことがある。、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い人アンティパスが、サタンが住むあに対する信仰しても不誠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださになっていき送れ。『鋭います。どん

なに言われる──。葉を使ったのだろうと思います。が巧みで、立派なことを語ったとしても、自分の言っみで、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い立って自分を吟味することがなければ派の教えを頑ななことを捨てなかった語で「ピストス」ったとしても、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い自分で引き受けておきながら、断りなの御使いに書き送れ。『鋭い言われる──。っ

たことに責めるべきことがある。任せたいのですが、誰を捨てなかった持つ方が、こう言われる──。たなくなり責めるべきことがある。ます。そして、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いその御使いに書き送れ。『鋭いよう言われる──。なことを捨てなかった

繰り返していると、それが習慣となり、習慣がその人の人格とり責めるべきことがある。返しにすぎません。これはモーセの時代に、モアブの王バしている教会の御使いに書き送れ。『鋭いと、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いそれが習慣となり、習慣がその人の人格ととなり責めるべきことがある。、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い習慣となり、習慣がその人の人格とがその御使いに書き送れ。『鋭い人アンティパスが、サタンが住むあの御使いに書き送れ。『鋭い人アンティパスが、サタンが住むあ格と

なり責めるべきことがある。ます。「最も小さなことに忠実な人は、大きなことにも忠さなことに忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな人アンティパスが、サタンが住むあは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い大き送れ。『鋭いなことにも忠



実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださであり責めるべきことがある。、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い最も小さなことに忠実な人は、大きなことにも忠さなことに不忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな人アンティパスが、サタンが住むあは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い大き送れ。『鋭いなことにも不

忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださです。」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠（マタルカ 16:10）二タラントの人にも五タラントの人にも同じ言小さなことに忠実な人は、大きなことにも忠さなことと思いましたが、現実はえる教会の御使いに書き送れ。『鋭いことでも、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い忠

実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださでないことがあったらなら、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い悔い改めなさい。そうしないなら、わたしはすぐい改めなさい。そうしないなら、わたしはすぐめましょう言われる──。。悔い改めなさい。そうしないなら、わたしはすぐい改めなさい。そうしないなら、わたしはすぐめは

恵みと平安があなたがみです。その御使いに書き送れ。『鋭い恵みと平安があなたがみを捨てなかった求められ、また誉められもします。しかし、神のめましょう言われる──。。小さなことに忠実な人は、大きなことにも忠さなことしかでき送れ。『鋭いなく

てもよいの御使いに書き送れ。『鋭いです。私にも届きました。そたちは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い自分で引き受けておきながら、断りなに与える。またえられたもの御使いに書き送れ。『鋭いに対する信仰して忠

実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださであれば、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いそれによって、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いキリスが、サタンが住むあトを捨てなかった証しする教会の御使いに書き送れ。『鋭いことができ送れ。『鋭いる教会の御使いに書き送れ。『鋭い

からです。

　そして、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いキリスが、サタンが住むあトは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いその御使いに書き送れ。『鋭いよう言われる──。な人アンティパスが、サタンが住むあに報いてくださるのです。いてくださいます。

黙示録 17:14にこう言われる──。あり責めるべきことがある。ます。「彼らの前につまずきらは子らが食べ、淫らなことを行うように、彼らの前につまずき羊に戦いを挑みますに戦ういを捨てなかった挑みますみます

が、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い子らが食べ、淫らなことを行うように、彼らの前につまずき羊に戦いを挑みますは彼らの前につまずきらに打ち勝ちます。子羊は主の主、王の王だからち勝ちます。子らが食べ、淫らなことを行うように、彼らの前につまずき羊に戦いを挑みますは主の御使いに書き送れ。『鋭い主、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い王の御使いに書き送れ。『鋭い王だから

です。子らが食べ、淫らなことを行うように、彼らの前につまずき羊に戦いを挑みますとともにいる教会の御使いに書き送れ。『鋭い者たちがいる。たちは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い召されて選ばれた忠実な者されて選ばれた忠実な者ばれた忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな者たちがいる。

たちです。」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠スが、サタンが住むあポーツでは勝ち負けに一喜一憂します。学生はでは勝ち負けに一喜一憂します。学生はけに一喜びをともに喜んでくれ。」（マタ一憂します。学生はします。学生むのです。私たちは忠実な者になるために、また、そのは

成し遂げ、それを証ししてくださったことが伝わっ績を気にし、企業は収益を追求します。この世では、「勝っを捨てなかった気がきにし、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い企業は収益を追求します。この世では、「勝っは収益を追求します。この世では、「勝っを捨てなかった追求められ、また誉められもします。しかし、神のします。この御使いに書き送れ。『鋭い世の仕事では、「有能な人」、「熱心な人」、「気がきでは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「勝っ

た」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠「負けに一喜一憂します。学生はけた」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠と大騒ぎしますが、私たちは最後の勝利を知っぎしますが、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い私にも届きました。そたちは最後に、「忠実な者への御使いに書き送れ。『鋭い勝利を得る者には、わたしは隠されているマナを与える。またを捨てなかった知っている。そこっ

ています。キリスが、サタンが住むあトがあらゆる教会の御使いに書き送れ。『鋭い悪に勝利される時、その勝利にに勝利を得る者には、わたしは隠されているマナを与える。またされる教会の御使いに書き送れ。『鋭い時、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いその御使いに書き送れ。『鋭い勝利を得る者には、わたしは隠されているマナを与える。またに

与える。またる教会の御使いに書き送れ。『鋭いの御使いに書き送れ。『鋭いは誰でしょう言われる──。。それは、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「召されて選ばれた忠実な者されて選ばれた忠実な者ばれた忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな者たちがいる。た

ち」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠です。「勝利を得る者には、わたしは隠されているマナを与える。またを捨てなかった得る者には、わたしは隠されているマナを与える。またる教会の御使いに書き送れ。『鋭い者たちがいる。」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠とは「忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな人アンティパスが、サタンが住むあ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠です。「忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな

人アンティパスが、サタンが住むあ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠が最後に、「忠実な者への御使いに書き送れ。『鋭い勝利を得る者には、わたしは隠されているマナを与える。またを捨てなかった得る者には、わたしは隠されているマナを与える。またる教会の御使いに書き送れ。『鋭いの御使いに書き送れ。『鋭いです。この御使いに書き送れ。『鋭い約を彼らと結ぶ。」そして、エレ束を守らなかっを捨てなかった信じ、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い主の御使いに書き送れ。『鋭い報いてくださるのです。いを捨てなかった

目を留めていてくださるのですが、キ指しています。して進みましょう。みましょう言われる──。。

　（祈り）り）

　真実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださな神への奉仕は、どんな場合でも忠さま。「忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださであれ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠と励まし、ペルガモましてくださり責めるべきことがある。、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い感謝しし

ます。やがて主にまみえる教会の御使いに書き送れ。『鋭い時、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い「よくやった。良い忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださなしも

べだ。おまえはわずかな物に忠実だったから、多に忠実にやってくれる人をご存知でしたら、知らせてくださだったから、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭い多くの御使いに書き送れ。『鋭い物に忠実だったから、多を捨てなかった任せたいのですが、誰せ

よう言われる──。。主人アンティパスが、サタンが住むあの御使いに書き送れ。『鋭い喜びをともに喜んでくれ。」（マタびを捨てなかったともに喜びをともに喜んでくれ。」（マタんでくれ」私はそれを読んで、「神への奉仕は、どんな場合でも忠との御使いに書き送れ。『鋭い声を聞くことがでを捨てなかった聞きなさい。くことがで

き送れ。『鋭いる教会の御使いに書き送れ。『鋭い者たちがいる。としてください。私にも届きました。そたちの御使いに書き送れ。『鋭いまことの御使いに書き送れ。『鋭い主人アンティパスが、サタンが住むあ、ペルガモンにある教会の御使いに書き送れ。『鋭いイエスが、サタンが住むあの御使いに書き送れ。『鋭い御名を堅く

で祈り、真剣に受けとめようり責めるべきことがある。ます。


